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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第39期

第１四半期
連結累計期間

第40期
第１四半期
連結累計期間

第39期

会計期間
自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

自 平成26年１月１日
至 平成26年12月31日

売上高 (千円) 2,049,044 1,133,259 10,443,511

経常利益又は経常損失(△) (千円) 363,908 △ 171,149 1,044,209

四半期(当期)純利益又は四半期
純損失(△)

(千円) 219,105 △ 106,180 626,314

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 219,105 △ 106,180 626,314

純資産額 (千円) 4,066,110 5,170,594 5,261,519

総資産額 (千円) 9,278,010 10,157,953 8,792,809

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額(△)

(円) 31.76 △ 13.34 90.23

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 31.40 － 88.58

自己資本比率 (％) 43.8 50.9 59.8

(注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第40期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり

四半期純損失であるため記載しておりません。

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用情勢や企業収益に改善が見られるなど、景気は、総じて

緩やかな回復基調が続いております。海外景気の下振れなど、我が国の景気を下押しするリスクはあるものの、雇

用・所得環境の改善傾向が続くなかで、原油価格下落の影響や各種政策の効果もあって、今後も緩やかに回復して

いくことが予想されます。

当社グループが属する不動産業界におきましては、住宅建設が持家、貸家、分譲住宅の着工とも、底堅い動きと

なっており、今後も不動産市況は、堅調に推移することが見込まれます。

このような状況の中で、本社の仕入戦略チームの設置や支店における営業力の更なる強化により、利益の源泉と

なる物件の仕入拡大及び今後の新たな収益獲得への取り組みを進めました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高1,133百万円（前年同期比44.7％減）となり、営業損失

152百万円（前年同期は411百万円の営業利益）、経常損失171百万円（前年同期は363百万円の経常利益）、四半期純

損失106百万円（前年同期は219百万円の四半期純利益）となりました。

セグメント別の概況は次のとおりであります。

① 不動産販売事業

不動産販売事業におきましては、底地59件、居抜き物件３件、所有権物件２件の販売をいたしました。その

結果、売上高は925百万円（前年同期比47.5％減）となり、セグメント利益は71百万円（前年同期比87.3％減）

となりました。

② 建築事業

建築事業におきましては、戸建・リフォーム工事等40件の販売をいたしました。その結果、売上高は213百

万円（前年同期比26.8％減）となりセグメント損失は46百万円（前年同期は21百万円のセグメント損失）とな

りました。
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(2) 財政状態の分析

（流動資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べ1,344百万円増加し、9,179百万円と

なりました。これは、主に現金及び預金の減少509百万円、販売用不動産の増加1,763百万円によるものでありま

す。

（固定資産）

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べ21百万円増加し、978百万円となり

ました。これは、主に有形固定資産の増加15百万円によるものであります。

（流動負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べ1,489百万円増加し、4,654百万円と

なりました。これは、主に買掛金の減少178百万円、短期借入金の増加1,945百万円、その他流動負債の減少321百

万円によるものであります。

（固定負債）

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べ33百万円減少し、333百万円となり

ました。これは、主に長期借入金の減少48百万円によるものであります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ90百万円減少し、5,170百万円となり

ました。これは、主に利益剰余金の減少129百万円によるものであります。

決算短信 （宝印刷）  2015年05月12日 13時39分 4ページ （Tess 1.40 20131220_01）



5

第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 24,000,000

計 24,000,000

② 【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年５月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,993,000 7,993,000
東京証券取引所
(市場第一部)

完全議決権であり、権利関係
に何ら限定のない当社の標準
となる株式であります。
なお、単元株式数は100株で
あります。

計 7,993,000 7,993,000 ― ―

（注）提出日現在発行数には、平成27年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成27年１月１日～
平成27年３月31日(注)

78,000 7,993,000 19,500 680,950 19,500 641,950

(注）新株予約権の行使による増加であります。

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

① 【発行済株式】

平成27年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 100

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,913,100
79,131

完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社の標準となる株
式であります。なお、単元株式数は
100株であります。

単元未満株式
普通株式

1,800
― １単元（100株）に満たない株式

発行済株式総数 7,915,000 ― ―

総株主の議決権 ― 79,131 ―

(注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式48株が含まれております。

② 【自己株式等】

平成27年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サンセイランデ
ィック

東京都千代田区神田司町
二丁目１番地

100 ― 100 0.0

計 ― 100 ― 100 0.0

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年１月１日から平成

27年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成26年12月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,275,677 1,765,893

売掛金 91,221 94,427

販売用不動産 5,166,694 6,930,363

未成工事支出金 3,901 10,438

貯蔵品 9,431 4,148

その他 293,950 380,268

貸倒引当金 △5,258 △5,871

流動資産合計 7,835,617 9,179,668

固定資産

有形固定資産

賃貸不動産 511,242 511,242

減価償却累計額 △64,526 △66,567

賃貸不動産（純額） 446,716 444,675

その他 156,727 174,064

有形固定資産合計 603,443 618,739

無形固定資産 96,086 89,170

投資その他の資産

その他 298,784 310,596

貸倒引当金 △41,122 △40,222

投資その他の資産合計 257,661 270,374

固定資産合計 957,192 978,284

資産合計 8,792,809 10,157,953

負債の部

流動負債

買掛金 452,263 273,446

短期借入金 1,957,769 3,902,859

賞与引当金 ― 44,800

その他 754,611 433,219

流動負債合計 3,164,644 4,654,324

固定負債

社債 104,500 104,500

長期借入金 211,800 163,685

資産除去債務 4,356 8,881

その他 45,989 55,968

固定負債合計 366,645 333,035

負債合計 3,531,289 4,987,359

純資産の部

株主資本

資本金 661,450 680,950

資本剰余金 622,450 641,950

利益剰余金 3,977,672 3,847,747

自己株式 △53 △53

株主資本合計 5,261,519 5,170,594

純資産合計 5,261,519 5,170,594

負債純資産合計 8,792,809 10,157,953
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

売上高 2,049,044 1,133,259

売上原価 1,153,382 748,078

売上総利益 895,662 385,181

販売費及び一般管理費 484,064 537,288

営業利益又は営業損失（△） 411,598 △152,107

営業外収益

受取利息 530 600

業務受託料 173 699

その他 945 2,134

営業外収益合計 1,649 3,434

営業外費用

支払利息 28,516 18,047

支払手数料 2,443 1,497

その他 18,379 2,932

営業外費用合計 49,339 22,476

経常利益又は経常損失（△） 363,908 △171,149

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

363,908 △171,149

法人税等 144,802 △64,968

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

219,105 △106,180

四半期純利益又は四半期純損失（△） 219,105 △106,180
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
　至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
　至 平成27年３月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

219,105 △106,180

その他の包括利益

その他の包括利益合計 ― ―

四半期包括利益 219,105 △106,180

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 219,105 △106,180

少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

税金費用の計算方法 税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効

税率を乗じて計算する方法を採用しております。

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

減価償却費 17,227千円 21,787千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 20,699 3.00 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月30日
定時株主総会

普通株式 23,744 3.00 平成26年12月31日 平成27年３月31日 利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成26年１月１日 至 平成26年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産販売
事業

建築事業 計

売上高

外部顧客への売上高 1,762,803 286,241 2,049,044 － 2,049,044

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 5,695 5,695 △5,695 －

計 1,762,803 291,936 2,054,739 △5,695 2,049,044

セグメント損益(△は損失) 561,157 △21,486 539,670 △128,072 411,598

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント損益の調整額△128,072千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益(△は損失)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成27年１月１日 至 平成27年３月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

不動産販売
事業

建築事業 計

売上高

外部顧客への売上高 925,207 208,052 1,133,259 － 1,133,259

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ 5,749 5,749 △ 5,749 －

計 925,207 213,801 1,139,009 △5,749 1,133,259

セグメント損益(△は損失) 71,370 △ 46,734 24,635 △176,743 △152,107

(注) １．調整額は以下のとおりであります。

　(1) 売上高の調整額は、セグメント間の内部取引消去であります。

(2) セグメント損益の調整額△176,743千円は主に各報告セグメントに配賦していない全社費用であります。

全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント損益(△は損失)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年１月１日
至 平成26年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額
　 又は四半期純損失金額（△）

31円76銭 △ 13円34銭

（算定上の基礎）

四半期純利益金額又は
　四半期純損失金額（△）(千円)

219,105 △ 106,180

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額
　又は四半期純損失金額（△）(千円)

219,105 △ 106,180

普通株式の期中平均株式数(株) 6,899,852 7,958,440

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 31円40銭 －

（算定上の基礎）

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) 77,267 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損

失であるため、記載しておりません。

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。

決算短信 （宝印刷）  2015年05月12日 13時39分 15ページ （Tess 1.40 20131220_01）



16

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成27年５月15日

株式会社サンセイランディック

取締役会 御中

　

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中 井 修 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 橋 本 裕 昭 印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンセ

イランディックの平成27年１月１日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年１月

１日から平成27年３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年１月１日から平成27年３月31日まで)に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンセイランディック及び連結子会社の平成27年３月31

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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